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研究成果の概要（和文）： 
今研究ではマウスの様々な臓器の組織においてアメロジェニン遺伝子が発現するかを検

討した。臓器の試料は胎生 9 日、18 日齢および生後８週齢の臓器から得られた cDNA に
対してアメロジェニン遺伝子発現の有無を検討した。標的とする組織は歯および歯関連組
織を含まない 16 種の組織（脳、心臓、肺、肝臓、胃、腎臓、膵臓、脾臓、小腸、大腸、
筋、皮膚、精巣、卵巣、子宮、胎盤）より抽出したトータル mRNA から得られた１strand 
cDNA を作製し使用した。胎生 9 日、18 日齢のものは上記 cDNA の混合を使用し、生後
８週齢のものは各組織の cDNA を使用した。得られた cDNA に対しては、アメロジェニ
ンエクソン 6 の一部から 7 に対応する増幅サイズ 226bp のプライマーを作製し PCR を施
行した。PCR の結果、胎生 18 日齢、生後 8 週齢のマウスからはアメロジェニン遺伝子発
現が確認されたが、胎生 9 日齢のマウス組織より得られた cDNA からはアメロジェニンの
遺伝子発現は確認されなかった。生後 8 週齢の組織から得られた cDNA に対する PCR の
結果では胃と膵臓以外の 14 種類の組織よりアメロジェニン遺伝子の発現が認められた。得ら
れた結果よりアメロジェニン遺伝子は歯以外の組織にも存在すること、またその発現が初期の
発育時期のみならず、ある程度成熟した時期においても行われていることが確認された。従っ
てアメロジェニンは歯以外の様々な組織の恒常性にも関与している可能性が示唆された。 
研究成果の概要（英文）： 
The gene expression of amelogenin in several mouse tissues were evaluated in this study. The samples were 

chosen from embryonic 9day, 18day mouse tissue mix cDNA, 8week mouse tissues mix cDNA and 
several each target tissues cDNA. The target tissues for this study were selected 16 tissues (brain, heart, lung, 
liver, stomach, uterus, placenta, kidney, pancreas, testine, muscle, skin, small intestine, large intestine, 
spleen, and ovary)from 8week old mouse body. The polymerase chain reaction(PCR)was used to amplify 
several size of amelogenin using a part of exon6 to exon7(small size of PCR amplification :226bp).The 
result of PCR amplification showed the positive react of gene expression at 8week mouse tissues mix cDNA 
and 18day mouse tissue mix cDNA. However none of gene expression was detected by embryonic 9 day 
mouse tissues mix cDNA. The result of the PCR amplification for 16tissues was obtained amelogenin gene 
expression in 14 tissues excluded stomach and pancreas. These results suggested that amelogenin genes are 
expressed in various tissues and this expression is not only restricted to development stage that also 
expressed in adult mouse. These results suggested that amelogenin  might play some homeostatic role in 
various tissues of the body. 
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１．研究開始当初の背景 
エナメル質を構成するアメロジェニン遺伝

子は歯の形成過程の上皮―間葉系組織の相
互作用に関与していると考えられている。ま
た近年口腔組織だけではなく、歯以外の組織
においてもアメロジェニンの発現が報告さ
れており，歯の形成以外にもアメロジェニン
が関与している 可能性が強く示唆されて
いる。しかしその働きは明らかでなく，それ
に関する考察も充分になされていない。 
２．研究の目的 
本研究では，各組織におけるアメロジェニ

ン遺伝子の発現を PCR 法、in situ PCR 法等
を用いて明確にすることである。またさまざ
まな週齢のマウスにおけるアメロジェニン
遺伝子の発現状態を観察することで，発現時
期の違いにより歯および各臓器においてア
メロジェニンがどのように関与しているか
を推察・検討することを本研究の目的とした。 
３．研究の方法 
アメロジェニンの各エクソンサイズの遺

伝子に相当するプライマーを本研究に使用
した。エクソン４から７（4F-7R）、エクソン
５から７（5F-7R） 3 種類のエクソン６から
７まで（6C4F-7R 、6C6F-7R 、6D2F-7R）の計
５種類のプライマーを設計・準備した。各増
幅サイズは 4F-7Rが 677 bp、5F-7Rが 635 bp、
6C4F-7Rが 268 bp、6C6F-7Rが 266 bp、6D2F-7R
が 226 bp になるように設計した。アメロジ
ェニンのトータル cDNA(Amex47)用いた
PCR の結果では、5種類全てのプライマー
にて遺伝子サイズ相当の遺伝子の増幅産
物が確認された。この結果より作製した
5 種類全てのプライマーにてアメロジェ
ニン遺伝子の PCR 増幅が可能なことが確
認された。マウス混合組織から得られた
cDNAを用いた PCR遺伝子増幅においても
全てのプライマーにて推定増幅サイズ相
当のアメロジェニン遺伝子の存在が観察
された。しかし、最も DNA のサイズの小
さい 6D2F と 7R のプライマーセットを用
いた増幅のみ最も明確な単一のバンドが
認められた。そのため本研究ではサイズの
最も小さい 6D2F-7R(226BP)を採用した。歯に
関連する組織以外の組織由来のアメロジ
ェニン遺伝子の発現を確認する目的で生
後 8 週齢マウスの歯および歯関連組織を
含まない 16種の組織（脳、心臓、肺、肝
臓、胃、腎臓、膵臓、脾臓、小腸、大腸、
筋、皮膚、精巣、卵巣、子宮、胎盤）よ
り抽出した mRNA から得られた１strand 
cDNA を準備した。上記実験にて PCR増幅

が可能なことが確認されたプライマー
6D2F と 7R のセットを用いてアメロジェ
ニン遺伝子の発現の有無を熱変性
94 ℃・1分、アニーリング 55 ℃・1分、
伸長反応 72 ℃・ 1 分を 40 サイクルの
PCR 条件下にて施行し、２％アガロース
ゲルにて電気泳動を行い遺伝子増幅の可
否を検討した。 
４．研究成果 

マウス胎生 9 日齢、18 日齢混合組織に対
するアメロジェニンの発現では、18 日齢の
試料からはアメロジェニン遺伝子増幅は確
認されたが、9 日齢の試料からは遺伝子発
現は確認できなかった。16 種類の各臓器に
おけるアメロジェニン遺伝子の PCR 増幅
は前記実験にて良好な PCR 増幅が得られ
た 6D2F-7RのPCR増幅産物にて検討した。
PCRの結果より胃と膵臓以外の腎臓、肝臓、
筋など 14 種類の組織にてアメロジェニン
遺伝子の発現が確認された。 
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